


株式会社KAKEAI

• 2018年4⽉創業

• 資本⾦：12億3,824万円（資本準備⾦含む）

• 1on1・1対1コミュニケーション⽀援クラウド「Kakeai（カケアイ）」の開発・運営

• “次のHRテクノロジー“、”Work tech”として、実績・新規性を国内外から⾼くご評価いただいています。

• ⽇本企業で初めて世界のHR テクノロジースタートアップ30社に選出

• アジア太平洋地域における2019・2020・2021 HR テクノロジーサービス TOP10 選出

• 国内HRテクノロジー関連アワード受賞多数

• ⽇本のみならず、ニューヨーク・ロンドン・シンガポール・⾹港等でも利⽤されています。

• 属⼈的なコミュニケーションによる⾮⽣産的な状況を変える複数の特許保有。





• 本⽥英貴（ほんだひでたか）

• 株式会社KAKEAI 代表取締役社⻑ 兼 CEO

• 熊本県出⾝。筑波⼤学卒業後、2002年に株式会社リクルートに⼊社。

営業、商品企画、新規事業開発室などを経て、電通とのJVにおける経

営企画室⻑。

その後、リクルートホールディングス⼈事部マネジャー。⼈事では「マ

ネジメント⼒強化・⽀援」や「Will,Can,Must・⼈材開発委員会・考

課・配置等のデジタル化」を担当。

• その後、スタートアップ複数社での役員を経て、2018年4⽉に株式会社

KAKEAIを創業

著書：上司と部下は、なぜすれちがうのか（2022.8⽉、ダイヤモンド

社）

代表



株式会社KAKEAI
• 2018年4⽉創業

• パーパス
「あなたがどこで誰と共に⽣きようとも、
あなたの持つ⼈⽣の可能性を絶対に毀損させない。」

• 資本⾦：12億3,824万円（資本準備⾦含む）

• 1on1プラットフォーム「Kakeai（カケアイ）」の
開発・運営

• ⽇本企業で初めて世界のHR テクノロジースタートアップ30
社に選出（その他、国内外のHRテクノロジー関連アワード
受賞多数）

• 属⼈的なコミュニケーションによる⾮⽣産的な状況を変える
複数の特許保有。

世界41カ国で利⽤

2022.11 ユーザー



そもそも1on1とは、どの
ようなミーティングなのか

• 1on1ミーティングとは、業務の指⽰・判断を⽬的とした

会議ではなく、部下の成⻑やモチベーションを⽀援する

ための定期的な⾯談



コロナ禍で
1on1⼈⼝は増加

• 2022年現在、国内の全就業者の約20%が1on1実施

• 1on1実施⼈⼝はコロナ禍に増加し、

2019年の2.5倍



しかし、
現場任せでは難しい

• 現場の上司部下の個⼈⼒に任せても、なかなか上⼿くい

かない。



1on1ならではの問題をテクノロジーや特許で解決



多様な組織へ提供

• 従業員数名の企業から数万⼈の企業、病院、学校、保育

園、介護施設、飲⾷店、研究施設...あらゆる組織、あら

ゆる職種の皆様にご利⽤いただいています。

• ⽇々、数千回の1on1が、Kakeai（カケアイ）上で実施

されています。

• 三井物産

• 伊藤忠商事

• 住友商事

• ⽇本電気

• 富⼠通

• 三菱電機

• NTTコミュニケーションズ

• リコージャパン

• 朝⽇⽣命

• 農林中央⾦庫

• みずほリサーチ&テクノロジーズ

• 三井住友DSアセットマネジメント

• ⽇⽴ハイテク

• 朝⽇新聞社

• ⽇本郵船

• ⽇本郵便

• オムロングループ

• NTTドコモ

• JT

• INPEX

• INTEC

• アサヒグループジャパン

• ⼤⽇本印刷

• 保育園

• 学校

• 動物園

• アミューズメント施設

• 医療施設

• 介護施設

• 従業員10名未満の企業

…etc.



ご利⽤の規模もさまざま ご利⽤の規模やパターン

2⼈

ひとつの部署

全体

利⽤者を募る

上司部下以外のペア

• ご利⽤の規模は「上司と部下の2⼈」「ひとつの部署」

「会社・組織全体」とさまざまです。

• また「1on1に問題意識を持っている管理職を、主体性を

尊重して募る」ケースや、「上司や部下以外の、メン

ターやメンティーとの1on1に使う」というケースも増え

ています。



コロナ禍で急増

• コロナ前に⽐べ、1on1プラットフォーム「Kakeai（カ

ケアイ）」の利⽤に関するお問い合わせは約270倍、

ユーザー数は240倍



⽇常的なツール

⾮⽇常的なツールやソリューション

企業主体の
マネジメント

エンゲージメント
サーベイ

⽬標管理・評価

⼈事系ERP

労務管理

プロジェクト管理

チャットツール

ビデオ通話ツール勤怠管理

管理職向け研修タレントマネジメント
アセスメント

ピアボーナス

従業員視点での
マネジメント

パルスサーベイ

1on1プラットフォームKakeaiの領域

• 1on1プラットフォームKakeaiは、従業員視点でのマネジメントを⽇常的に⽀えるツールです。



• 1on1を⽀えるためのソリューションをご検討される企業がツールに

期待されることは主に5つです。

• Kakeaiは⽐較検討において100%選定されています。 ⽇常的なツール

⾮⽇常的なツールやソリューション

エンゲージメント
サーベイ

パルスサーベイ

⽬標管理・評価

⼈事系ERP

労務管理

プロジェクト管理

チャットツール

ビデオ通話ツール勤怠管理

管理職向け研修タレントマネジメント
アセスメント

ピアボーナス

従業員視点での
マネジメント

1. 上下という関係が背景となって⽣じがちな、建前や勘違いや⼼
理的なストレスを減らす仕組みが備わっているか。

2. 継続的・連続的なミーティングに耐える便利で楽な仕組みか。
3. 個々⼈の対⼈⼒やコミュニケーション⼒に依存することなく、
継続的に対話の質を⾼める仕組みが備わっているか。

4. 多様な狙いや状況にフィットさせられる柔軟性があるか。
5. 1on1の推進を⽀える仕組みが備わっているか。

企業主体の
マネジメント

1on1プラットフォームKakeaiが選定される理由
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1on1 の実態
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• Kakeai上では、2022年の1年間で約60万回の1on1実施

（2023年に⼊ってからは、1⽇あたり約5,300回の1on1実施）

• 1on1実施頻度は、平均2.7週に1回

• 1回あたりの実施時間は、平均42分

• リモート実施と対⾯実施の割合は、２:３（リモート40%、対⾯60%）

• 直接の上司以外との1on1は全体の19.5%
（⾃主的に実施11.2％＋会社が上司と以外との1on1を推奨で実施8.3%）

実施実態
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業務の進捗や進め⽅, 22.3%

⼈間関係, 4.2%

⼼⾝の状態, 8.2%

今後のキャリア, 
14.2%

スキルや⼒の向上, 
15.2%

プライベート, 5.5%

会社や部署の⽅針, 18.1%

その他, 12.4%

トピック

• 「業務」の件も会話されている。ただ

し約25%

• 「会社や部署の⽅針」は約20%

• 「今後のキャリア」や「スキルや⼒の

向上」はそれぞれ約15%

• カケアイの仕組み（業務以外を話しや

すい）も影響していると推察されるも

のの、1on1が所謂「業務ミーティン

グ」とは異なるミーティングとして機

能していることがうかがえる。

1on1では何について会話されているのか
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話しをきいてほしい, 21.4%

意⾒をききたい, 20.5%

⼀緒に考えてほしい, 23.2%

具体的なアドバイスがほしい, 16.3%

報告したい, 9.8%

その他, 8.8%

上司が期待されて
いる対応

• 「話をきいてほしい」「意⾒をききた

い」「⼀緒に考えてほしい」「具体的

なアドバイスがほしい」はそれぞれ約

20%ずつ。

• 上司は1on1において、幅広い対応を期

待されている。

• カケアイであらかじめ選んでもらって

いるからこそデータとして確認できて

いるものの、仕組み組みを使わなくと

も、部下には幅広い期待が内在してい

ると考えるのが妥当。

1on1で、上司は部下から何を期待されているのか
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80

90

100

110

120

130

140

150

160

170

2020.4 2020.10 2021.4 2021.10 2022.4 2022.10

「会社や部署の⽅針」×「意⾒を聞きたい」

「今後のキャリア」×「報告したい」

「今後のキャリア」×「具体的なアドバイスがほしい」

「⼼⾝の状態」×「報告したい」

「スキルや⼒の向上」×「⼀緒に考えてほしい」

「スキルや⼒の向上」×「具体的なアドバイスがほしい」

「スキルや⼒の向上」×「意⾒を聞きたい」

コロナ禍での変化
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• コロナ禍の1on1で、会話される割合が

増えたテーマ（トピック×期待する対

応）



80

90

100

110

120

130

140

150

2020.4 2020.10 2021.4 2021.10 2022.4 2022.10

「会社や部署の⽅針」×「意⾒を聞きたい」

「⼼⾝の状態」×「報告したい」
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コロナ禍での変化
• コロナの初期から、⼀貫して増え続け

ているもの。
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2020.4 2020.10 2021.4 2021.10 2022.4 2022.10

「今後のキャリア」×「具体的なアドバイスがほしい」

「スキルや⼒の向上」×「意⾒を聞きたい」
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コロナ禍での変化
• リモート中⼼の働き⽅が⻑期的なもの

であると⾒通しがつきはじめ、定常化

していく中で、増え続けているもの。



80

90

100

110

120

130

140

150

160

2020.4 2020.10 2021.4 2021.10 2022.4 2022.10

「今後のキャリア」×「報告したい」

「スキルや⼒の向上」×「⼀緒に考えてほしい」

「スキルや⼒の向上」×「具体的なアドバイスがほしい」
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コロナ禍での変化
• コロナ以前と異なる働き⽅の定着とと

もに増えているもの。



上司の得意・苦⼿な1on1テーマとは
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Kakeai上で、会社を超えて共有されている1on1のヒント
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• 1on1終了後、部下の⽴場のユーザーに、匿名のアン
ケートに答えていただきます。
アンケートの結果、⾮常に良い変化があった場合の
み、「今回の1on1で意識したこと」の⼊⼒画⾯が表
⽰されます。

• 上司が⼊⼒した内容は、同じ部下と同じテーマで
1on1をする際に⾃分へのヒントとして表⽰されるこ
とはもちろん、会社を超えて、社会のマネジャーが
活かし合えるヒントとして表⽰されます。

• どのような⼈（上司）が、どのような⼈（部下）へ、
どのような状況で（1on1のテーマ）、何をしたから
よかったのか（上記のヒント）というデータを⽤い
て、個別にパーソナライズされたヒントをサジェス
トするのは株式会社KAKEAIの特許です。

メンバー マネジャー

⾮常に⼤きな変化があった場合等



マネジャー

Kakeai上で、会社を超えて共有されている1on1のヒント
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• 1on1終了後、部下の⽴場のユーザーに、匿名のアン
ケートに答えていただきます。
アンケートの結果、⾮常に良い変化があった場合の
み、「今回の1on1で意識したこと」の⼊⼒画⾯が表
⽰されます。

• 上司が⼊⼒した内容は、同じ部下と同じテーマで
1on1をする際に⾃分へのヒントとして表⽰されるこ
とはもちろん、会社を超えて、社会のマネジャーが
活かし合えるヒントとして表⽰されます。

• どのような⼈（上司）が、どのような⼈（部下）へ、
どのような状況で（1on1のテーマ）、何をしたから
よかったのか（上記のヒント）というデータを⽤い
て、個別にパーソナライズされたヒントをサジェス
トするのは株式会社KAKEAIの特許です。

メンバー

⾮常に⼤きな変化があった場合等

マネジャー⾃⾝が「⼼掛けたこと！意識したこと！」
頻出ワード（名詞・動詞）



Kakeai上で、会社を超えて共有されている1on1のヒント
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• 1on1終了後、部下の⽴場のユーザーに、匿名のアン
ケートに答えていただきます。
アンケートの結果、⾮常に良い変化があった場合の
み、「今回の1on1で意識したこと」の⼊⼒画⾯が表
⽰されます。

• 上司が⼊⼒した内容は、同じ部下と同じテーマで
1on1をする際に⾃分へのヒントとして表⽰されるこ
とはもちろん、会社を超えて、社会のマネジャーが
活かし合えるヒントとして表⽰されます。

• どのような⼈（上司）が、どのような⼈（部下）へ、
どのような状況で（1on1のテーマ）、何をしたから
よかったのか（上記のヒント）というデータを⽤い
て、個別にパーソナライズされたヒントをサジェス
トするのは株式会社KAKEAIの特許です。

メンバー マネジャー

⾮常に⼤きな変化があった場合等



Kakeai上で、会社を超えて共有されている1on1のヒント
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• 1on1終了後、部下の⽴場のユーザーに、匿名のアン
ケートに答えていただきます。
アンケートの結果、⾮常に良い変化があった場合の
み、「今回の1on1で意識したこと」の⼊⼒画⾯が表
⽰されます。

• 上司が⼊⼒した内容は、同じ部下と同じテーマで
1on1をする際に⾃分へのヒントとして表⽰されるこ
とはもちろん、会社を超えて、社会のマネジャーが
活かし合えるヒントとして表⽰されます。

• どのような⼈（上司）が、どのような⼈（部下）へ、
どのような状況で（1on1のテーマ）、何をしたから
よかったのか（上記のヒント）というデータを⽤い
て、個別にパーソナライズされたヒントをサジェス
トするのは株式会社KAKEAIの特許です。

メンバー マネジャー

⾮常に⼤きな変化があった場合等

メンバーが、感じた「ここがよかった！」
頻出ワード（名詞・動詞）



Kakeai上で、会社を超えて共有されている1on1のヒント
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マネジャー⾃⾝が「⼼掛けたこと！意識したこと！」
頻出ワード（名詞・動詞）

メンバーが感じた「ここがよかった！」
頻出ワード（名詞・動詞）



Kakeai上で、会社を超えて共有されている1on1のヒント
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マネジャー⾃⾝が「⼼掛けたこと！意識したこと！」
共起回数ランキング

メンバーが感じた「ここがよかった！」
共起回数ランキング

1. くれる聞く
2. アドバイス具体
3. くれる話す
4. くれるアドバイス
5. くれる考える
6. やすい話す
7. くれる具体
8. アドバイス的確
9. くれる意⾒
10. 聞く 親⾝

1. ⼀緒 考える
2. 相⼿ 聞く
3. 意⾒ 聞く
4. 本⼈ 聞く
5. 相⼿ 考える
6. 聞く 話す
7. アドバイス具体
8. もらう話す
9. 相⼿ 話す
10. 伝える相⼿



実証実験

• ある企業の営業部⾨

（部⾨全体が同⼀のマーケットに対峙している※中の組織ごとに市況等の影響の受け⽅に差がない）

• 全体約500名

• 管理職向けに、1on1に関する研修を定期的に実施してきた。

• 無作為に分けた半数250名は、これまで通りの1on1を実施。

もう⼀⽅は、1on1⽀援の仕組み（ソフトウェア）を⽤いて実施。

• いずれも2週間に1回の1on1実施を推奨

Copyright 2023 KAKEAI, Inc. All Rights Reserved. 31



129.8

132.4

138.3

115.9
114.2

116.6

70

80

90

100

110

120

130

140

150

1ヶ⽉⽬ 2ヶ⽉⽬ 3ヶ⽉⽬ 4ヶ⽉⽬ 5ヶ⽉⽬ 6ヶ⽉⽬ 7ヶ⽉⽬ 8ヶ⽉⽬

ある企業の営業部⾨おける、カケアイ利⽤組織と⾮利⽤組織の
売上の前年同⽉⽐（指数）の⽐較

※同⼀市場に対峙する全体約500名の営業部⾨を、250名ずつに分け検証

（利⽤開始後期間）

実証実験 - 売上への影響 -

1on1改善クラウドKakeai（カケアイ）を利⽤して1on1を実施

現場の上司部下にまかせて1on1を実施（当該企業独⾃につくったマニュアルや研修はあり）
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94.3
89.1

86.9
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1ヶ⽉⽬ 2ヶ⽉⽬ 3ヶ⽉⽬ 4ヶ⽉⽬ 5ヶ⽉⽬ 6ヶ⽉⽬ 7ヶ⽉⽬ 8ヶ⽉⽬ （利⽤開始後期間）

ある企業の営業部⾨おける、Kakeai利⽤組織と⾮利⽤組織の
離職率の前年同⽉⽐（指数）の⽐較

※同⼀市場に対峙する全体約500名の営業部⾨を、250名ずつに分け検証

1on1改善クラウドKakeai（カケアイ）を利⽤して1on1を実施

現場の上司部下にまかせて1on1を実施（当該企業独⾃につくったマニュアルや研修はあり）

実証実験 - 離職への影響 -
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両者の違い

① 部下が、⾃分⾃⾝が「話したいと思っていること」を気兼ねなく話せる状態がつくられていた

② 部下が、「期待する対応（アドバイスがほしい、⼀緒に考えてほしい、話をきいてほしい、意⾒がきき
たい…など）」を率直に伝えられていた

③ 上司が、1on1の前に、部下が「話したいと思っていること」と「期待する対応」を確認していた

④ お互いがいつでも確認できる場所にメモを残していた（メモは、会話した全てをメモするのではなく、
ポイントとなる部分や、次回の1on1へ向けて⽇常的に意識しておくことなどをメモ）

⑤ 上司が⾃分の得意や苦⼿を把握し、さらに、他の上司の「こうやったらうまくいった！」や、部下の
「こうしてくれたのがよかった！」というヒントをいつでも確認できる状態がつくられていた
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〈エンゲージメントスコアに対して、1on1トピックごとの満⾜度が与える影響〉
エンゲージメントスコアを⽬的変数、各トピックの1on1満⾜度を説明変数とした回帰分析結果

エンゲージメントスコアへの影響
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エンゲージメントスコアへの影響

1on1全体 ＋＋＋＋ （強い影響が認められる）

1on1で会話されるトピックごと 1．業務の進捗や進め⽅について ＋ （弱い影響が認められる）

2．⼈間関係について なし

3．⼼⾝の状態について なし

4．今後のキャリアについて ＋＋＋＋ （強い影響が認められる）

5．スキルや⼒の向上について ＋＋ （影響が認められる）

6．プライベートについて なし

7．会社や部署の⽅針について ＋＋＋＋＋ （強い影響が認められる）

• 1on1の満⾜度は、エンゲージメントスコアへ強く影響。
• トピックごとにも違いがあり、最も影響が⼤きいのは「会社や部署の⽅針について」




